
　今年度より会長を務めることになりました、西都校区の進藤伊都子です。よろしくお願いいたし
ます。
　現在、19校区から１名または２名の委員で構成された総勢25名で活動しています。当会は、男
女共同参画について学ぶための委員研修やイベント開催、本誌製作の実行委員会を立ち上げ、各
校区における男女共同参画の発展と向上に寄与しています。
　福岡市の男女共同参画基本法も第４次（令和３年度から令和７年度）に入り、一人ひとりが“いき
いき”と輝くためにさまざまな施策を行っています。昨今の世の中の変化や状況を見たときに、ダイ
バーシティ（多様性）やアンコンシャスバイアス（無意識の思い込み）などカタカナ文字があふれるな
か、一人ひとりが言葉の意味を理解し、正しい知識をもって男女平等を推進することが必要ではな
いでしょうか？身近なところから、他者を理解し、話し合い、協力し、行動する。地域における男女
共同参画の意義を今一度確認しながら、皆様とともに歩んでいけたらと思います。

やまやファクトリーテラスを訪問しました。やまやファクトリーテラスを訪問しました。
　今回の研修先は、「ふくおか女性活躍ＮＥＸＴ企業見える化サイト」掲載の企業とい
うことが決め手で選びました。
　社員の方に直接お話しを伺い、多様な働き方の実践や、子育てや介護などの同じ
悩みを抱える職員同士で話し合いの場を設けていたりと、働きやすい職場環境づくり
に力を入れている企業ということを学びました。 （元岡校区　有吉）
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委員研修会９月

クロスロードゲーム（ダイバーシティ編）を通してクロスロードゲーム（ダイバーシティ編）を通して
　このゲームは、組織の多様性をどのように理解し、活かし
ていくかのダイバーシティ＆インクルージョンについて考える
対話型カードゲームのこと。参加者はカードに書かれた事例
を自分の問題として考え、ＹＥＳかＮＯかで考えを示すととも
に、参加者同士が意見交換を行いながら進めていく。
　「考え方の違いがあって当たり前、固定観念で考えないこ
との大切さを感じた」や「性別、ジェンダーなど色々な立場
になり、様々な情報で立場を考え自分だったらどうか？と考
える良い機会になった」などの感想がでた大変有意義な研修
でした。 （下山門校区　小島）

委員研修会 12月

・「女性」だけではなく皆が働きやすい職場となるための取組みがすばらしい！
・育休後の復帰率100％に驚いた。
・これまで男女共同参画の意識が薄かったが、訪問してみて理解が深まった。
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　今年度の西区男女共同参画をすすめる会の活動がいっぱい詰まった、西区男女共同参画をすすめ
る会広報誌「なぎさ」を無事に発行することができ、うれしさと安堵感いっぱいです。ご協力いただ
きました、委員や事務局の方々ありがとうございました。

編集後記
（金武校区：なぎさ実行委員長　小畠）

　1月25日に「さいとぴあ」でフェスティバルを開催し、
300名を超える方にお越しいただきました。
　幕が上がると同時に、子ども太鼓の力強い音が響き、
客席から「オッオッ」と声が上がりました。その後、詩
吟の詠とともに大きな纒をクルクルと回し「今宿纒太
鼓」の素晴らしい第１部が終わり、興奮冷めやらぬ間
に第２部アン・クレシーニ氏のわかりやすい、笑いの
絶えない対話型の講演会になりました。アンちゃん曰
く、多様性は相手を認めること。無意識な思い込みが
偏見や差別につながります。「みんな違ってみんな良い」
そんな世の中になるようにお互いを認め合える時代に
したいですね！
　当会のテーマ「気づこう思い込み認めよう多様性」に
ピッタリな講演会でした。　　　（実行委員長：宮川）

　令和６年度より西区長に就任いたしました大園 喜代香です。西区男女共同参画をすすめる会広報誌「なぎ
さ」第62号の発行を心よりお喜び申し上げます。
　福岡市では、誰もが性別に関わりなく、個性と能力を十分に発揮できる社会を目指し、様々な施策を推進し
ています。しかし、依然として男女の固定的役割分担意識や旧来からの社会経済の仕組みなどに伴う課題が
残されているのも事実です。男女共同参画社会の実現には、行政だけではなく、市民一人ひとりの意識改革と
積極的な行動が不可欠です。西区男女共同参画をすすめる会におかれましては、本誌の発行をはじめ、西区男
女共同参画フェスティバルの開催や、委員研修会など男女共同参画の実現に向けた取り組みにご尽力いただい
ておりますことに、心より敬意を表します。
　今後とも、多様性が尊重され、誰もが活躍できる社会の実現を図るため、委員の皆様におかれ
ましては、地域づくりのリーダーとしてより一層ご活躍されることを期待いたします。

「アメリカで生まれてよかった。日本人になれてよかった。」「アメリカで生まれてよかった。日本人になれてよかった。」
アン・クレシーニ氏による講演会を開催！アン・クレシーニ氏による講演会を開催！

・話が面白くて、引き込まれました。日本人として
当たり前だと思っていたことが実はすごく素敵な
こともあるということが新しい気付きでした。
・多様性について理解を進められた。
・「日本人」という概念にも考えさせられ、気づか
ぬところで勝手に差別していることもあるのだと
思いました。
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西区男女共同参画フェスティバルのご紹介


